


 





あ い さ  つ 

公益財団法人日本ス ポーツ協会  

会 ⻑     遠 藤 利 明  

国の特別史跡に指定さ れている「 吉野ヶ 里遺跡」 をはじ めと する 重要文化財や、 ユネス コ 無形文

化遺産に登録さ れた「 唐津く んち」 などの伝統的行事が根付く 、 こ こ 佐賀県において第 78 回国民

ス ポーツ大会が開催さ れま すこ と は、 誠に喜ばし い限り であり ま す。   

ス ポーツ を通じ た明る く 豊かな国づく り を目指し て昭和 21（ 1946） 年から ス タ ート し た国民体

育大会は、 今日ま で多く の関係者のたゆま ぬ努力と 情熱に支えら れ、 我が国最大のス ポーツ の祭典

と し て発展を遂げ、 本年から 「 国民ス ポーツ 大会」 へと 名称を変え、 新たなス タ ート を切り ま す。  

今大会は、 幅広い世代の人々が、 ス ポーツ が身近にある 生活を体験出来る 社会の実現を目指し た

「 JAPAN  GAMES」 の取組を本格化し 、 すべての人に「 ス ポーツの力」 を届ける こ と ができ る 大会

を目指し ており ま す。   

ス ポーツを「 する 」 人、「 みる 」 人、「 さ さ える 」 人、 すべての方々がス ポーツのオモシロ さ を体

現し 、 ス ポーツで日本を元気にする 大会と なる こ と を願っており ま す。   

さ て、 国民ス ポーツ大会を巡っては、 今後の在り 方に関し て様々なご意見が寄せら れており ま す

が、 よ り 魅力ある 持続可能な大会と する ため、 幅広い分野の皆様に参加いただいた有識者会議を設

置し ており ま す。   

今後、 検討を進める に当たっては、 今回の佐賀大会における「 JAPAN  GAM ES」 をはじ めと する

新たな取組の成果も 充分活かし ていき たいと 考えており ま す。   

今大会は、 当初から 1 年遅れての開催と なり ま し たが、 佐賀県の関係者の皆様をはじ め、 開催を

控えていた各県の皆様方のご協力なく し ては実現でき なかったも のであり 、  改めてお礼申し 上げ

ま す。   

結びに、 今大会の開催にあたり 、 ⻑年諸準備にご尽力いただき ま し た、 地元佐賀県をはじ め関係

の皆様方のご支援、 ご協力に対し 心から 深く 感謝申し 上げま す。
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あ い さ  つ 

 

文 部 科 学 大 臣  

盛 山  正 仁 

 

天皇皇后両陛下の御臨席を仰ぎ、 こ こ 佐賀県において第７ ８ 回国民スポーツ大会「 Ｓ ＡＧＡ２ ０

２ ４ 国スポ」 が盛大に開催さ れますこ と を、 誠に喜ばし く 存じ ます。  

佐賀県は玄界灘、 有明海と いう 多く の恵みをも たら す２ つの海に面し 、 広大な佐賀平野やラ ムサ

ール条約湿地に登録さ れた「 東よか干潟」 「 肥前鹿島干潟」 等豊かな自然の魅力にあふれ、 国の特

別史跡である「 吉野ヶ 里遺跡」 や４ ０ ０ 年以上の歴史を誇る「 有田焼」 を有する等、 歴史と 文化が

息づく 県です。  

昭和５ １ 年の若楠国体以来４ ８ 年ぶり の佐賀県での開催と なり 、「 新し い大会へ。すべての人に、

スポーツのチカラ を。 」 をメ イ ンメ ッ セージに、 エンタ メ 性の高い式典、 ナイ ト ゲームの開催、 ス

ポーツホスピタリ ティ 等、 スポーツの可能性を追求する「 新し い」 取組に挑戦し 、 県全域を舞台に

熱戦が繰り 広げら れます。  

また、 ト ッ プアスリ ート の育成を通じ 、 県民がスポーツを「 する」 「 育てる 」 「 観る」 「 支える」

「 稼ぐ」 と いう スポーツ文化の裾野拡大を目指し 、 スポーツのチカラ を生かし た人づく り 、 地域づ

く り を進める「 Ｓ ＡＧ Ａスポーツピラ ミ ッ ド 構想」 と いう 「 新し い」 仕組みも 広がっています。 国

民体育大会から 国民スポーツ大会への名称変更後初めての開催にふさ わし い、 今後のモデルケース

と なる 魅力的ですばら し い取組と なっており ます。  

郷土の代表と して参加さ れる 選手の皆さ んが、こ れまで積み重ねてこ ら れた練習の成果を思う 存

分発揮さ れ、 我が国の国際競技力の向上が図ら れる と と も に、 こ の機会に全国の仲間や佐賀県民の

皆さ んと の交流の輪を広げら れ、 思い出に残る大会と なり ますこ と を期待し ており ます。  

本年はパリ オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク 競技大会が開催さ れ日本代表選手が大活躍し 、 国民の

スポーツへの関心はますます高まっています。  

文部科学省と しまし ても 、 アスリ ート や子供たちの活動の機会を確保し 、 スポーツの持つ力やす

ばら し さ が社会の活力につながるよ う 関係の皆様と 一丸と なって取組を進めてまいり ます。  

結びに、 「 Ｓ ＡＧＡ２ ０ ２ ４ 国スポ」 の開催に当たり 御尽力いただいた地元佐賀県、 会場と なる

各市町をはじ めと する関係の皆様の御支援、 御協力に対し 、 心から 敬意と 感謝の意を表し まし て、

御挨拶と いたします。  

令和６ 年７ 月２ ９ 日 
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あ い さ つ 
                             
  

公益社団法人 日本トライアスロン連合  
会 ⻑  岩 城  光 英 

 
日頃からトライアスロン、パラトライアスロンそして関連マルチスポーツの普及と

発展にご支援とご協力をいただき、心から御礼を申し上げます。この度「SAGA2024
国スポトライアスロン競技会」が開催されるにあたり、トライアスロンファミリーを
代表して、皆様を歓迎申し上げます。 

たゆまぬ努力の積み重ねを経て、各都道府県の代表として集まる選手の皆さんは、
「日本渚百選」に認定されおります、美しい海と玄界灘の島々を望む、素晴らしい舞
台「波⼾岬」を中心に開催される本⼤会を心待ちにしていたことと思います。 

同郷の仲間たちと共に、日頃のトレーニングの中で培った練習の成果を十分に発揮
し、フェアプレイ精神、⼤会開催にご尽力いただいている方々への敬意の念を持ちな
がら、トライアスロンを存分に楽しまれることを期待しています。 

私たち競技団体は、「トライアスリートのために」という概念を貫くために、本年
（2024 年）から米国や欧州のトライアスロン先進国と同様に JTU 主催・共催・後援
⼤会に参加するすべての都道府県・学連登録会員向けに「トライアスロン安全保険」
を付与することとしました。今後も⼤会主催者の皆様と連携し、中央競技団体として
⼤会運営の安全度を高めるとともに、参加選手の家族や友人のために安心した環境を
届けられるよう努力し、健全な競技普及発展に努めたいと思います。 
 最後に、開催に向けてご尽力頂いております、ご関係各位の多⼤なるサポートに深
く感謝申し上げます。本⼤会が、多くの選手に愛され、より地域の振興に貢献できる
よう、引き続きのご支援をお願いするとともに、⼤会の成功を心よりお祈りいたしま
す。 
 

＊トライアスロン安全保険︓https://www.jtu.or.jp/join/insurance/safetysports/ 
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歓 迎 の こ  と  ば 

            Ｓ Ａ Ｇ Ａ ２ ０ ２ ４ 実行委員会会⻑   

佐賀県知事 山 口 祥 義 

 

「 すべての人に、 ス ポーツ のチカラ を。」 新し い大会へよ う こ そ。  

 感動する 。 魂が揺さ ぶら れる 。 年齢や国境を超えて、 人と 人がつながる 。 心身と も に健やかにな

る 。 ス ポーツ には、 人間の根源的な喜びを生み出すチカラ があり ま す。  

 こ う し たス ポーツ の真の価値を大切にする 佐賀県では、「 Ｓ Ａ Ｇ Ａ ス ポーツ ピ ラ ミ ッ ド（ Ｓ Ｓ Ｐ ）

構想」 と 銘打ち、 アス リ ート の人生にコ ミ ッ ト し た人材育成、 セカンド キャ リ ア支援やス ポーツビ

ジネス の創出を進めて、 アス リ ート が現役時代も 引退後も 、 キャ リ アを活かし て輝き 続ける こ と が

でき る 社会の実現を目指し てき ま し た。  

その中で開催する「 Ｓ Ａ Ｇ Ａ ２ ０ ２ ４ 」は、ス ポーツ新時代を多く の方に実感でき る 大会と し て、

日本に世界標準のス ポーツ 文化が根付く 転機と なる と 確信し ていま す。  

 「 Ｓ Ａ Ｇ Ａ ２ ０ ２ ４ 」 ト ラ イ アス ロ ン競技会、 いよ いよ ス タ ート です。  

 競技会場は、 伝説のダイ バー、 ジャ ッ ク ・ マイ ヨ ールが愛し た海と し て知ら れていま す。 それに

ちなんで名付けら れたド ラ イ ブコ ース「 ルート ・ グラ ンブルー」 の一部がバイ ク と ラ ンのコ ース に

なっていま す。 青く 澄んだ海、 広い空、 そし て緑豊かな山々を体感し てく ださ い。  

 「 Ｓ Ａ Ｇ Ａ ２ ０ ２ ４ 」 は”国体”から ”国ス ポ”へと 変わる 大会です。  

 競技会では、 選手個人にス ポッ ト を当てた表彰制度やメ ダルの授与、 ナイ ト ゲームや動画配信に

よ り 選手の活躍を称え、 熱戦をよ り 多く の方に届けま す。 式典でも 新たな演出に取り 組みま す。 総

合開会式の自由で楽し さ あふれる 選手団入場、 音と 光、 映像を最大限に活かし た総合閉会式など 、

大会に関わる すべての人と 感動を分かち合いま す。  

 選手の皆様には、 日々の練習に打ち込んでき た情熱と 、 磨き 上げてき た技を、 こ の舞台で披露し

ていただければ、 こ れ以上の喜びはあり ま せん。  

 佐賀県は、「 弥生時代の吉野ヶ 里遺跡」、「 日本文化が花開いた肥前名護屋城」、「 明治維新の礎を

築いた偉人の輩出」 と 三回にわたり 日本史転換の舞台と なり ま し た。 こ れは「 挑戦なく し て、 伝統

なし 」 のマイ ンド がこ の地で培われている から だと 考えま す。 有田焼、 佐賀牛、 佐賀酒と いった文

化・ 食材が世界で高い評価を受けている こ と も その証です。ス ポーツ の世界も 例外ではあり ま せん。

佐賀県は、 先人達の積み重ねに想いを馳せながら 、 新たな挑戦を続けていき ま す。  

 ス ポーツ 新時代の幕が上がる 、 その瞬間を一緒に体感でき る こ と を嬉し く 思う と と も に、 開催に

あたり 、 多大な御支援と 御協力を賜り ま し た関係者の皆様に心から 感謝を申し 上げ、 歓迎のこ と ば

と いたし ま す。  
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歓迎のことば 
  

S A G A２０２４国スポ・全障スポ唐津市実⾏委員会会⻑ 

                 唐津市⻑ 峰  達 郎 
 

第 78 回国⺠スポーツ⼤会「ＳＡＧＡ２０２４」トライアスロン競技が、ここ唐
津市において盛⼤に開催できますことは誠に光栄です。 

市⺠を代表して、全国各地からお越しいただいた選手・監督並びに関係者の皆様
を心から歓迎申し上げます。 

「国体」の愛称で親しまれた「国⺠体育⼤会」は、今回の第 78 回⼤会から「国
⺠スポーツ⼤会（国スポ）」へと⽣まれ変わり、佐賀県は新たな「はじまりの地」と
なります。 

ここ、唐津市は、約 430 年前に太閤豊臣秀吉が⼤坂城に次ぐ規模で「肥前名護屋
城」を築き、全国から名だたる戦国武将たちが参集し、能や茶の湯を楽しむなど、
今につながる文化や交流が⽣まれた「はじまりの地」として語り継がれています。 

歴史や文化が息づくここ唐津市で、群雄割拠さながら全国の都道府県代表選手の
皆様が、日ごろの鍛錬とたゆまぬ努力の成果を十分に発揮され、熱い戦いを繰り広
げていただき、競技を「する人」「観る人」「支える人」、すべての人にスポーツのチ
カラが届く、新しい⼤会となることを期待しております。 

本市では、トライアスロン競技をはじめとする正式競技 6 競技、公開競技 1 競
技、デモンストレーションスポーツ３競技を⾏います。 

⼤会期間中は本市を訪れるすべての皆様を、市⺠⼀体となり心のこもったおもて
なしでお迎えできるよう準備を進めてまいりました。 

また、本市は、特別名勝「虹の松原」や特別史跡「肥前名護屋城並びに陣跡」、「唐
津城」、伝統工芸の「唐津焼」、ユネスコ無形文化遺産に登録された「唐津くんちの
曳山⾏事」など、風光明媚なロケーションと多くの歴史や文化を有しています。 

あわせて、「呼子のイカ」や「佐賀牛」など新鮮な海の幸、山の幸も豊富に取りそ
ろえておりますので、本⼤会をとおして唐津市のさまざまな魅力を十分に感じてい
ただき、「自然・歴史・食の宝庫 からつ」を満喫していただければ幸いです。 

結びに、本⼤会の開催にあたり、多⼤なるご尽力を賜りました関係者の皆様に感
謝申し上げますとともに、選手の皆さまのご健闘を祈念申し上げ、歓迎のことばと
いたします。 
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                 あ い さ つ 
 

                
                  佐賀県トライアスロン協会 

                    会 ⻑  川 添  豊 
  

国⺠スポーツ⼤会として新たに歴史の１ページを刻むことになったトライアスロ
ン競技に全国各地から佐賀県へお越しいただき心から歓迎と感謝を申し上げます。 

昨年は、同時期にリハーサル⼤会と全国高等学校選手権を計画し、準備を進めてい
ましたが、開催当日に雷雨となり競技会を中止しなければなりませんでした。 

今年もリハーサルなしで同様の時期に競技会を開催することとなりましたが、唐津
市をはじめ、地元の皆様、ＪＴＵ・九州ブロック協議会など関係各所にたくさんのご
協力をいただきましたことをご報告し、重ねて関係各位に心よりお礼申し上げます。 

唐津市名護屋は、玄界灘を望む風光明媚なところです。四百数十年前には、豊臣秀
吉が朝鮮出兵（文禄・慶⻑の役）の拠点として名護屋城を築き、全国の⼤名が集結し、
20 万人を超える⼤都市となった所です。今でも多くの陣跡が残され、国の特別史跡に
指定されています。 

皆さんには、日本の⻄の最果ての地で織りなされた歴史、文化また自然の中で繰り
広げられた物語に触れて頂くとともにスタート地点にあるサザエのつぼ焼きなどの
食も堪能していただければと思います。 

コースは、玄界灘から遠く壱岐・対馬まで見渡せる素晴らしい景観となっています。
また、バイクコース、ランコースとも起伏が厳しく選手の方々には、日頃の練習の成
果を試す絶好の機会でもあります。 
特に上りが好きなトライアスリートには、挑戦のしがいもあり、フィニッシュした時
には、これまでに感じたことのない達成感が得られることと確信します。 

この地に集まっていただいた選手の方々はもちろん、運営に携わったすべての皆様
が、⼤会の完結まで最善を尽くし、『ＳＡＧＡ最高！』と言える⼤会を皆さんで作って
いきましょう。⼤会に先立ち歓迎の挨拶とさせていただきます。 

『ＳＡＧＡ最高！』 
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国民スポーツ大会天皇杯・皇后杯授与規程 

 

第１条  国民スポーツ大会開催基準要項第 11 項に基づき、天皇杯は，男女総合成績第

１位の都道府県、皇后杯は、女子総合成績第１位の都道府県に授与する。 

２  第１位が２都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有する。 

第２条  天皇杯及び皇后杯は、総合閉会式に授与し、次回の総合開会式において返還

する。 

第３条  天皇杯又は皇后杯を授与された都道府県は、次の各項の義務を有する。 

    (1) 信託会社又は確実な金庫に保管する。 

    (2) 破損、紛失等の場合は、当該都道府県の責任とする。 

    (3) 公益財団法人日本スポーツ協会が優勝都道府県名刻印のため又はその他の

必要により一時返還を求めた場合は、これに応じなければならない。 

第４条  本規程の改廃は、国民スポーツ大会委員会の決議を経て行う。 

 

附 則  本規程は、昭和 41 年４月 １日制定 

          昭和 45 年１月 22 日一部改定 

          昭和 48 年７月 10 日一部改定 

          昭和 54 年５月 ９日一部改定 

          平成 17 年６月 16 日一部改定 

          平成 22 年 3 月 17 日一部改定 

本規程は、公益財団法人日本体育協会の設立の登記の日(平成 23 年４月１日) 

から施行する。 

     平成 30 年４月 １日一部改訂 

     令和 ６年１月 １日一部改訂 

天皇杯 皇后杯 
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大会会長トロフィー 

 

国民スポーツ大会会長トロフィー授与規程 

 

第１条  国民スポーツ大会開催基準要項第 11 項に基づき、国民スポーツ大会会長トロフ

ィー（以下「大会会長トロフィー」という。）は、正式競技別男女総合成績第１

位の都道府県に授与する。 

  ２ 第１位が２都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有する。 

第２条  大会会長トロフィーは、競技会表彰式に授与し、次回競技会において返還する。 

第３条  大会会長トロフィーを授与された都道府県は、次の各項の義務を有する。 

(1) 責任をもって保管する。 

   (2) 破損、紛失等の場合は、当該都道府県の責任とする。 

   (3) 優勝の刻印を次回大会までに行うものとする。ただし、第１条第２項の場合は、

当該都道府県で協議して決めるものとする。 

   (4) 公益財団法人日本スポーツ協会が必要により一時返還を求めた場合は、これに

応じなければならない。 

第４条  本規程の改廃は、国民スポーツ大会委員会の決議を経て行う。 

 

附 則  本規程は、昭和 41 年４月 １日制定 

          昭和 45 年１月 22 日一部改定 

          昭和 48 年７月 10 日一部改定 

          昭和 54 年５月 ９日一部改定 

平成 17 年６月 16 日一部改定 

     本規程は、公益財団法人日本体育協会の設立の登記の日(平成 23 年４月１日) 

から施行する。 

     平成 30 年４月 １日一部改定 

令和 ６年１月 １日一部改定 
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大　会　役　員
２０２４年７月31日現在

（順不同・敬称略）

名 誉 会 長 盛　山　正　仁

会 長 遠　藤　利　明

副 会 長 越　川　　　均 坂　元　　　要 益　子　直　美 森　岡　裕　策

室　伏　広　治 山　口　祥　義

顧 問 伊　藤　雅　俊 森　　　善　朗 安　西　孝　之 岡　崎　助　一

大　野　敬　三 山　本　　　浩 岩　田　史　昭 池　田　めぐみ

今　井　純　子 今　浦　千　信 上　島　しのぶ 鹿　島　丈　博

勝　田　　　隆 角　屋　憲　正 刈　谷　好　孝 工　藤　保　子

國　吉　冨美子 髙　井　志　保 髙　野　瑞　洋 田　畑　綾　美

霊　池　恵　量 東　瀬　義　人 坂　東　美　紀 松　井　　　守

丸　山　由　美 室　伏　由　佳 山　倉　紀　子 山　下　泰　裕

草　野　満　代 藤　田　裕　司 森　井　じゅん 室　城　信　之

金　子　日出澄 湯　川　和　之 若　月　　　等 土　橋　登志久

石　丸　元　国 石　川　伸　男 坂　巻　義　男 鬼　頭　有紀子

長谷川　洋　子 吉　田　長　寿 齋　木　尚　子 多　賀　恒　雄

安　藤　　　淳 上　治　丈太郎 湧　永　寛　仁 上　原　絵　美

佐　藤　健　司 馬　場　美　香 山　口　　　宏 南　　　和　文

宮　永　美寿津 千　田　健　一 中　里　壮　也 岡　本　友　章

大　野　　　淳 加　藤　　　出 田　村　恒　彦 蒔　田　　　実

山　﨑　勝　洋 眞　下　　　昇 山　口　徹　正 田　中　伸　周

村　田　利　衛 建　部　彰　弘 市　野　保　己 丸　石　　　博

中　村　ゆり子 齋　藤　良太郎 谷田部　和　彦 木　村　博　美

井　上　　　弘 今　川　啓　一 近　藤　重　和 池　谷　正　成

大　澤　明　美 古　城　資　久 小　野　賢　二 園　山　和　夫

中　山　俊　行 衣　笠　　　剛 知　念　かおる 出　口　弘　之

田　邊　哲　人 城　門　政　文 前　川　　　恵 上　杉　晃　央

布　村　幸　彦 茂　野　直　久 生　島　典　明 大　沢　陽　子

谷　藤　節　雄 熊　谷　幸　一 千　葉　玲　佳 奥　山　雅　信

穐　本　哲　哉 藤　田　知　巳 石　松　英　昭 田　子　昌　之

久　保　正　美 山　﨑　成　夫 塩　見　清　仁 田　中　不二夫

井　出　　　仁 今　西　博　一 中　村　宏　平 松　本　智　広

森　山　喜　博 南　部　則　雄 福　永　秀　樹 髙　橋　繁　浩

河　口　端　子 増　田　和　伯 中　嶋　　　実 山　本　誠　三
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松　本　恭　幸 船　田　一　彦 奥　田　　　晃 横　尾　英　治

近　藤　一　幸 小　寺　　　洋 河　村　祐　一 渡　邊　浩　三

田　中　　　稔 馬　越　祐　希 青　木　章　泰 城　戸　英　敏

旗　生　康　之 小　柳　勝　彦 辛　木　秀　子 宮　成　康　蔵

藤　本　　　格 岩　元　幸　成 平　良　朝　治 藤　原　正　樹

大河原　嘉　朗 川　上　隆　弘 佐　藤　廣　子 奈　良　　　隆

小　菅　　　司 宇津木　妙　子 菊　　　幸　一 小　林　久　美

寺　澤　正　孝 山　口　純　子 あ　べ　俊　子 今　枝　宗一郎

本　田　顕　子 安　江　伸　夫 藤　原　章　夫 矢　野　和　彦

西　條　正　明 寺　門　成　真 尾　縣　　　貢 鈴　木　大　地

田　嶋　幸　三 山　西　健一郎 坂　田　東　一 三　須　和　泰

内　田　貞　信 川　合　俊　一 藤　田　直　志 三　屋　裕　子

富　山　英　明 馬　場　益　弘 砂　岡　良　治 金　丸　恭　文

橋　本　聖　子 安　道　光　二 河　田　正　也 千　　　玄　室

中　村　真　一 三　宅　　　豊 村　井　　　満 松　丸　喜一郎

網　代　忠　宏 土　田　雅　人 丸　　　誠一郎 福　田　達　夫

世　耕　弘　成 笹　川　　　尭 番　匠　幸一郎 不　老　安　正

久　保　素　子 北　川　　　薫 岩　城　光　英 清　野　　　智

石　井　良　之 加　藤　勝　信 荒　川　裕　生 柏　木　　　司

達　増　拓　也 鶴　田　有　司 吉　村　美栄子 北　村　清　士

大井川　和　彦 福　田　富　一 遠　藤　祐　司 大　野　元　裕

熊　谷　俊　人 山　本　　　博 岡　田　伸　浩 花　角　英　世

新　田　八　朗 馳　　　　　浩 杉　本　達　治 髙　野　　　剛

阿　部　守　一 田　口　義　隆 中　谷　多加二 大　村　秀　章

向　井　弘　光 河　本　英　典 西　脇　隆　俊 牧　野　明　次

齋　藤　元　彦 池　田　誠　也 岸　本　周　平 林　　　昭　男

丸　山　達　也 越　宗　孝　昌 苅　田　知　英 村　岡　嗣　政

柿　内　愼　市 槙　田　　　實 大　塚　岩　男 服　部　誠太郎

大　石　賢　吾 甲　斐　隆　博 麻　生　益　直 春　山　豪　志

塩　田　康　一 玉　城　デニー 原　口　一　博 岩　田　和　親

大　串　博　志 古　川　　　康 福　岡　資　麿 山　下　雄　平

大　場　芳　博 甲　斐　直　美 奥　田　律　雄 井　上　伸　一

江里口　秀　次 田　島　健　一 山　口　弘　展
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参 与 橋　場　　　健 大　杉　住　子 西久保　弘　克 留　守　茂　幸

武　藤　明　美 木　原　奉　文 徳　光　清　孝 藤　崎　輝　樹

江　口　善　紀 古　賀　陽　三 中　本　正　一 一ノ瀬　裕　子

青　木　一　功 木　村　雄　一 冨　田　幸　樹 田　中　秀　和

桃　崎　祐　介 酒　井　幸　盛 指　山　清　範 中　村　圭　一

下　田　　　寛 野　田　勝　人 岡　口　重　文 弘　川　貴　紀

猪　村　利恵子 石　丸　太　郎 土　井　敏　行 坂　口　祐　樹

藤　木　卓一郎 池　田　正　恭 石　井　秀　夫 八　谷　克　幸

古　川　裕　紀 宮　原　真　一 古　賀　和　浩 原　田　寿　雄

石　倉　秀　郷 定　松　一　生 落　合　裕　二 南　里　　　隆

牟　田　清　敬 加　藤　雅世子 飯　盛　清　彦 飯　盛　裕　介

荒　木　　　薫 長　村　順　也 愛　野　時　興 岩　瀬　豊　美

末　次　康　裕 陣　内　芳　博 野　田　　　亮 吉　松　幸　宏

深　草　光　明 竹　田　敬　道 廣　重　昭　博 吉　田　　　聖

中　村　直　人 峰　　　英太郎 園　田　耕太郎 大　島　信　之

西久保　　　敏 川　嵜　和　正 志　田　正　典 南　里　玲　子

平　川　幸　雄 松　田　　　孝 大　竹　義　治 牛　島　英　人

谷　　　政　司 吉　田　彰　友 山　口　七　重 内　田　伸　也

秀　島　　　寛 小　松　　　政

委 員 長 山　本　　　浩

副 委 員 長 岩　田　史　昭 日　比　謙一郎 宮　原　耕　史

総 務 委 員 川　原　　　貴 菅　原　哲　朗 ヨーコ　ゼッターランド 二　宮　智　浩

加　藤　光　国 松　田　基　子 松　永　敬　子 三ケ田　礼　一

森　丘　保　典 守　屋　志　保 辻　　　睦　弘 廣　田　暢　実

宮　野　欣　也 樋　口　和　彦 出　﨑　和　夫 宇　野　　　武

野　口　友　里 加　藤　弘　和 小　澤　大　樹 塚　原　弘　幸

森　岡　貴　之
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委 員 平　野　　　了 髙　橋　聖　一 吉　村　政　弘 松　本　康　夫

能　村　　　卓 栗　原　　　崇 細　野　光　史 小　泉　芳　孝

佐久間　裕　司 品　田　奥　義 濱　野　　　勉 寺　澤　　　淳

黒　川　重　男 舟　喜　信　生 髙　野　　　修 中　梶　秀　則

安　藤　正　美 加　藤　憲　二 宮　川　良　輔 鈴　木　章　広

川　口　　　巖 和　田　　　潔 岡　泉　　　茂 田　口　大　祐

平　井　宏　治 岸　川　剛　之 西　原　斗司男 菅　原　正　幸

高　橋　　　昇 長　南　哲　生 衛　藤　敬　輔 渡　辺　久　雄

三　井　千　壽 鈴　木　信　吾 山　中　博　史 井　本　　　亘

関　根　明　子 中　山　二三男 越　前　浩　司 吉　田　由美子

杉　本　好　二 東　野　眞理子 田　中　　　徹 川　口　雅　三

金　子　和　裕 品　治　恵　子 富　澤　佑　也 小　竹　純　太

政　岡　航　大 小河原　百　映 田　口　雅　紀 吉　丸　尚　宏

宇　田　俊太郎 西　口　卓　司 鈴　木　宏　幸 宮　村　　　元

高　階　匡　平 松　井　直　樹 坂　本　雄　大 鈴　木　　　忠

見　田　茂　樹 大　泉　定　幸 金　丸　利　博 高　橋　　　清

山　形　信　之 神　久　直　巳 髙　野　正　規 岩　埜　直　史

小　林　雄　一 深　谷　祐　紀 矢　島　裕　久 金　田　貴　人

新　保　　　暢 江　野　浩一郎 児　玉　晶　香 井　澤　克　行

近　本　　　彰 大　村　文　孝 松　井　直　樹 藤　田　隆　司

西　島　義　典 井　上　　　哲 木　原　哲　也 高　橋　健　二

宮　﨑　　　聖 田　伏　利　久 田　中　　　将 渡　部　浩　二

山　本　浩　之 田　口　新　也 伊　藤　啓一郎 青　木　秀　夫

渡　邉　浩　司 辻　岡　英　幸 三　谷　哲　生 中　野　一　成

松　山　度　良 濱　本　昌　宏 佐　保　宏　二 横　山　美　和

德　田　清　信 宮　城　直　人 遠　藤　信　哉 千　葉　雅　也

菅　間　裕　晃 庄　司　忠　男 細　貝　和　司 竹　内　延　和

北　野　善　樹 北　村　正　博 武　田　知　己 木　平　芳　定

今　井　良　広 山　﨑　嘉　彦 田部　長右衛門 住　吉　徳　彦

荒　木　健　治 西　村　浩　二 渡嘉敷　通　之 綾　部　吉　也

木　塚　俊　博 北　村　志　帆 瀬　戸　　　要 川　原　　　恵

田久保　真　美 遠　藤　　　彰
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